
同
志
社
礼
拝
堂
の
修
理
を
終
え
て

0
<△

奥
野
裕
樹

昨
年
九
月
に
修
理
を
終
え
て
、
礼
拝
堂
は
再
び

堂
々
と
し
た
姿
を
見
せ
工
事
を
担
当
し
た
一
人
と

し
て
少
し
肩
の
荷
が
降
り
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
回

の
修
理
に
は
前
任
の
中
尾
技
師
の
異
動
に
伴
い
昭
和

六
四
年
一
月
か
ら
着
任
し
、
工
事
後
半
を
担
当
し
た
。

そ
の
中
で
判
明
し
た
こ
と
を
、
幾
っ
か
記
述
し
た
い
。

ま
ず
最
初
は
、
礼
拝
堂
に
は
ト
ラ
ス
の
補
強
な
ど

に
多
く
の
六
角
ボ
ル
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
一

部
錆
び
落
と
し
を
し
て
い
る
と
『
G
L
A
S
G
A
W

四
」
の
刻
印
(
写
真
こ
が
見
っ
か
り
イ
ギ
リ
ス
製

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
だ
ト
ラ
ス
中
央
の
*

の
型
の
金
物
(
漢
字
の
一
 
S
四
の
合
番
付
あ
り
)
と

ボ
ル
ト
の
八
角
の
座
は
日
本
製
の
よ
う
で
、
当
時
、

日
本
で
製
作
出
来
な
か
っ
た
ボ
ル
ト
は
輸
入
し
た
と

思
わ
れ
る
。
文
化
財
で
同
様
の
刻
印
の
あ
る
も
の
は
、

上
野
の
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
(
明
治
二
三
年
建

立
設
計
山
口
半
六
久
留
正
道
)
、
少
し
違
う
が

同
じ
よ
う
な
王
冠
マ
ー
ク
の
あ
る
福
島
県
の
旧
伊
達

郡
役
所
(
明
治
一
六
年
建
立
 
W
E
L
L
1
N
G
T

O
N
 
四
)
な
ど
が
あ
る
。

次
に
、
礼
拝
堂
の
屋
根

は
昭
和
四
四
年
に
全
面
葺

替
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当

初
の
屋
根
の
鉄
板
が
箱
に

入
れ
て
保
管
さ
れ
て
し

た
。
そ
れ
に
は
P
A
T
D
.

A
 
P
 
R
.
 
4
.
 
1
 
8
 
8
 
2

の
刻
印
(
写
真
二
)
が
あ

り
、
礼
拝
堂
の
建
立
さ
れ

る
前
に
意
匠
登
録
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

吏
に
調
査
し
て
い
る
と
ア

メ
リ
カ
製
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
(
調
査
協
力

浅
村
特
許
事
務
所
松
村

博
氏登
録
番
号
 
2
5
6
0

8
3
 
品
名
は
メ
タ
ル

)(
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ル
ー
フ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
と
い
い
、
発
案
者
は
テ

ネ
シ
ー
州
ナ
ッ
シ
ユ
ビ
ル
の
ジ
ョ
ン
.
ウ
ォ
ル
タ
ー

氏
で
、
譲
渡
人
は
彼
自
身
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
.
B
.
ク

ー
。
ハ
ー
氏
で
あ
る
0
 
説
明
文
に
ょ
る
と
、
重
な
り
部

の
り
プ
は
プ
レ
ー
ト
間
に
隙
間
を
作
る
事
に
ょ
り
、

毛
細
管
現
象
に
ょ
る
雨
漏
り
を
防
ぎ
、
逆
Y
型
と
や

じ
り
形
の
押
型
に
ょ
り
二
枚
で
矢
の
形
を
し
て
い

る
。
(
詳
し
く
は
文
末
の
原
文
参
照
)

最
後
に
礼
拝
堂
に
使
用
さ
れ
て
ぃ
た
煉
瓦
だ
が
、

西
側
の
軒
先
の
異
形
煉
瓦
に
『
X
」
の
刻
印
(
写
真

己
が
あ
り
、
当
初
は
、
岸
煉
で
焼
か
れ
た
と
考
え

て
い
た
が
、
刻
印
の
あ
る
も
の
は
上
端
が
は
つ
ら
れ

て
い
て
、
当
初
の
成
型
さ
れ
た
も
の
と
は
違
っ
て
ぃ

て
、
ど
う
も
後
補
の
よ
う
で
あ
る
。
(
岸
煉
と
は
明
治

五
年
に
、
岸
和
田
藩
家
老
山
岡
伊
万
と
岸
和
田
町
の

有
力
者
寺
田
甚
与
茂
等
の
同
志
が
、
失
業
者
救
済
の

為
に
丸
窯
三
基
を
築
き
煉
瓦
を
製
造
し
、
そ
の
後
一

旦
途
絶
え
る
が
明
治
二
0
年
七
月
に
第
一
煉
瓦
製
造

会
社
を
創
立
し
、
そ
の
後
明
治
二
六
年
に
岸
和
田
煉

瓦
株
式
会
社
と
改
称
し
た
煉
瓦
会
社
の
事
で
あ
る
J

そ
の
後
東
側
軒
蛇
腹
下
の
煉
瓦
に
『
京
都
大
仏

田
1
 
の
刻
印
(
写
真
四
が
あ
る
の
が
判

明
し
た
。
ク
ラ
ー
ク
記
念
館
の
付
指
定
の
設
計
図
書

に
、
工
事
に
従
事
し
た
業
者
の
名
前
が
霄
か
れ
て
ぃ

る
が
、
そ
の
中
に
下
京
区
大
仏
瓦
町
五
番
戸
屋

根
瓦
方
田
中
卯
兵
衛
と
あ
り
(
ハ
リ
ス
理
化
学

館
の
棟
札
に
も
名
前
が
見
ら
れ
る
)
こ
の
人
と
煉
瓦

の
刻
印
の
人
が
同
一
人
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
チ
ャ
ペ
ル
の
施
工
者
で
あ
る
三
上
吉
兵
衛
氏
(
こ

の
事
に
関
し
て
は
時
報
八
五
号
で
中
尾
技
師
が
報

止
巳
は
宮
大
工
で
あ
る
か
ら
、
当
然
出
入
り
の
業
者

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
中
の
瓦
屋
の
田
中
卯
兵

衛
氏
に
、
同
じ
焼
物
と
い
う
こ
と
で
煉
瓦
を
焼
か
せ

た
と
推
測
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う
に
礼
拝
堂
は

色
々
な
こ
と
を
私
達
に
教
え
て
く
れ
る
が
、
し
か
し

ま
だ
不
明
な
事
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
今

後
の
研
究
に
お
願
い
す
る
と
し
て
、
明
治
の
人
々
の

メ
ツ
セ
ー
ジ
を
つ
め
た
礼
拝
堂
が
永
く
愛
さ
れ
続
け

る
こ
と
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。
(
京
都
府
文
化
財
保
護
課
技
師
)

(写真二)

(写真四)
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資料

256,083 METAL ROOFING PLATE.John

Walter, NashviⅡ, Tenn., assignor to him・

Self and charles B. cooper same place

Filed Dec.29,1881.(No model.)

Brief. The peculiar shaped corrugations

direct the water to the lo、ver sides of the

Plates and a transverse seam is formed by

Iapping the plates,1eaving a space between

them to prevent capi11ary attraction. The

Side edges of the plates are made so that

When joined they form a covered gutter

Claim l. The combination of two sheet

metal ro0丘ng plates adapted to be arran・

ged with other similar plates in horizontal

Overlapping laye玲, and formed at their

Iapping horizontal edges substantia11y as

Shown, to constitute a transverse anti cap・

iⅡary seam, and provided with centra110n・

gitudinal corrugationS 6tting one upon the

Other across the transverse seam at right

angles, and formed to d武妃rt the water and

direct it toward the side edges of the plate,

Substantia11y as shown and described

2. A sheet metal ro06ng plate having

One of its lateral edges formed with two

ParaⅡel corrugations to form a gutter, and

the other lateral edge formed with a broad

Corrugation adapted to make a seam with

Corrugations and a cap for the gutter of a

Corresponding plate, substantia11y as

Shown and described

3. A sheet metal ro06ng plate having a

gU杜er formed by corrugations at one side

and a perforated aan宮e at the side of the

gutter, whereby it shaⅡ be nailed to the

roof of a house, and a broad corrugation at

the other side adapted to form a seam with

the adjacent edge of a corresponding plate,

SubstantiaⅡy as sho、vn and described

4. The cornbination of two sheet metal

ro06ng・plates, each having corrugations

Shaped like an inverted Y and an arrow

head, and so arranged that the arrow head

Corrugation of one plate sha11 form a

Contiuation of the Y shaped corrU宮ation of

the other, substantia11y as sho、vn and de,

Scribed



同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
開
校
百
年

同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
と
新
島
襄
の
夢

末
光
力
作

同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校
は
八
九
0

(
明
治
一
)
年
九
月
二
九
日
開
校
し
、
翌

年
四
月
七
日
に
開
校
式
を
挙
げ
て
い
る
。

従
っ
て
昨
年
は
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校

開
校
百
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。

周
知
の
よ
う
に
同
志
社
で
は
「
新
島
諸
座
L

の
名
で
毎
年
世
界
的
に
著
名
な
学
者
を
講

師
と
し
て
招
聰
し
て
学
術
講
演
会
が
催
さ

れ
て
い
る
が
、
昨
年
の
「
新
島
講
座
L
 
で

は
十
一
月
一
日
と
二
日
の
両
日
、
ハ
リ
ス

理
化
学
校
開
校
百
年
を
記
念
し
て
日
本
人

と
し
て
三
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
受
賞

者
江
崎
玲
於
奈
が
招
か
れ
講
演
を
聴
く

機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
江
崎
は
若
き
日
に

同
志
社
中
学
に
学
び
、
現
在
の
ハ
リ
ス
理
化
学
館
は

彼
が
初
め
て
物
理
化
学
を
学
ん
だ
場
所
で
あ
り
、

初
日
、
「
私
の
研
究
遍
歴
1
量
子
電
子
デ
バ
イ
ス
」
の

題
で
講
演
会
が
行
わ
れ
た
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
は
彼
が

中
学
時
代
、
毎
日
礼
拝
を
ま
も
っ
た
思
い
出
多
い
場

所
で
あ
る
。

二
日
目
、
栄
光
館
で
行
わ
れ
た
「
サ
イ
エ
ン
ス
の

進
歩
が
意
味
す
る
も
の
」
と
題
す
る
講
演
の
中
で
、

江
崎
は
「
私
は
新
島
襄
を
尊
敬
す
る
。
そ
の
理
由
は

新
島
が
当
時
の
幕
藩
体
制
下
で
支
配
的
で
あ
っ
た

種
々
な
固
定
観
念
に
疑
問
を
感
じ
、
こ
れ
と
対
決
し
、

乗
り
越
え
る
努
力
を
払
っ
九
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ

)
、

て
い
る
。
確
に
新
島
の
生
涯
は
、
脱
国
と
い
ぃ
、
帰

し)
、

国
後
の
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
設
立
と
い
い
、
す

し

べ
て
従
来
の
圖
定
観
念
へ
の
挑
戦
の
日
々
で
あ
っ
た

と
一
言
っ
て
ょ
か
ろ
う
。
さ
て
、
一
九
五
七
(
昭
和
三

二
)
年
に
発
表
さ
れ
江
崎
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た
,
ト

ン
ネ
ル
ダ
イ
オ
ー
ド
の
電
流
1
電
圧
特
性
に
関
す
る

研
九
ヂ
は
将
に
当
時
の
物
理
学
の
常
識
固
定
観
念

を
打
破
す
る
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
ア
メ
リ

力
の
一
流
物
理
学
雑
誌
「
フ
ィ
ジ
カ
ル
.
レ
ビ
ユ
ー
」

に
掲
載
さ
れ
た
が
、
聞
く
と
こ
ろ
に
ょ
る
と
こ
の
論

文
は
余
り
に
も
型
破
り
の
論
文
で
あ
っ
た
た
め
日
本

で
は
受
理
さ
れ
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

ハリス氏の肖像画(明治25年4月6日米国より到着)
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後
江
崎
の
理
論
は
。
ト
ン
ネ
ル
効
果
0
 
と
し
て
、
ま

た
ト
ン
ネ
ル
ダ
イ
オ
ー
ド
は
江
崎
の
名
を
冠
し
た

。
エ
ザ
キ
ダ
イ
オ
ー
ド
0
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

つ
た
。
以
上
の
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
と
、
江
崎
の

新
島
観
は
自
分
の
研
究
生
活
の
経
験
か
ら
噴
出
し
た

実
感
で
あ
り
、
筆
者
に
は
ま
こ
と
に
印
象
的
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
江
崎
は
同
専
中
学
で
教
え
ら
れ
た
新

島
の
生
涯
に
思
い
を
至
し
、
自
分
自
身
の
中
に
「
襄

の
子
、
を
自
覚
し
て
い
る
様
に
見
受
け
ら
れ
、
甚
だ

愉
快
に
感
じ
た
の
で
あ
る
。

新
島
は
確
に
時
代
の
先
覚
者
で
あ
っ
た
。
先
覚
者

新
島
を
考
え
る
と
き
、
筆
者
は
や
は
り
彼
の
自
然
科

学
尊
重
を
挙
げ
た
い
。
士
農
工
商
と
い
っ
た
身
分
制

度
の
固
定
観
念
が
未
だ
牢
固
と
し
て
人
々
の
頭
か
ら

消
え
て
ぃ
な
い
明
治
初
年
、
新
島
は
既
に
大
学
の
理

工
学
部
構
想
や
科
学
救
国
の
愚
を
持
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
他
に
余
り
例
を
見
な
い
こ
と
で
あ
る
。
工
と

い
う
字
は
,
た
く
み
0
 
と
訓
じ
る
が
、
大
工
と
い
う

言
葉
で
も
わ
か
る
よ
う
に
物
を
作
る
こ
と
の
総
称
で

あ
る
。
従
っ
て
工
学
は
物
を
創
造
す
る
学
問
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
物
を
作
る
こ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ

ー
マ
の
昔
か
ら
奴
隷
の
仕
事
で
あ
り
、
貨
族
は
彼
等

の
労
働
の
上
に
胡
座
を
か
い
て
生
活
し
て
い
た
し
、

日
本
に
於
て
も
長
い
間
賤
し
い
階
級
の
人
の
業
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
一
八
七
五
(
明
治
八
)
年
、

同
士
讐
央
学
校
が
創
設
さ
れ
た
が
、
当
時
の
開
講
力

リ
キ
ユ
ラ
ム
を
見
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
数
学
を

含
め
て
約
半
数
が
自
然
科
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
新
島
が
受
け
た
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
の
り

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
教
育
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
と
、
新

島
に
協
力
し
た
山
本
覚
馬
は
京
都
府
顧
問
と
し
て
京

都
舎
密
局
(
今
の
工
業
試
験
場
)
、
牧
畜
場
織
殿
な

ど
を
設
立
し
て
京
都
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
人
で
あ

り
、
も
う
一
人
の
協
力
者
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
は
南
北
戦
争

の
と
き
の
軍
人
で
も
あ
り
、
共
に
自
然
科
学
に
大
き

な
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
目
本
の
私
学

の
ほ
と
ん
ど
が
官
吏
養
成
の
た
め
の
法
律
学
校
と
し

て
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
自
然
科
学
を

重
視
し
た
同
志
社
英
学
校
は
特
殊
な
存
在
で
あ
っ
た

と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
比
較
の
た
め
他
の
私
学
の
自
狄
讐
子
分
野

に
つ
ぃ
て
も
少
し
触
れ
て
お
こ
う
。
日
本
を
代
表
す

る
私
学
と
し
て
誰
し
も
が
挙
げ
る
大
学
は
福
沢
諭
吉

の
創
立
し
た
慶
応
義
塾
大
学
と
大
隅
重
信
に
ょ
る
早

稲
田
大
学
で
あ
ろ
う
。
先
づ
慶
応
で
あ
る
が
、
医
学

部
か
開
設
さ
れ
た
の
が
一
九
一
七
(
大
正
六
)
年
、

今
を
時
め
く
慶
応
病
院
が
開
院
し
た
の
が
.
一
年
後
の

一
九
一
九
(
大
正
八
)
年
の
こ
と
で
あ
る
。
慶
応
の

工
学
部
は
最
初
藤
原
銀
次
郎
氏
の
寄
附
金
八
百
万
円

を
資
金
と
し
て
藤
原
工
業
大
学
の
名
で
一
九
三
九

(
昭
和
一
四
年
出
発
し
、
一
九
四
四
(
昭
和
一
九
)

年
慶
応
大
学
工
学
部
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
早
稲
田

で
あ
る
が
、
一
ハ
ハ
ニ
(
明
治
一
五
)
年
東
京
専
門

学
校
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
当
時
、
政
治
経
済
、
法

律
、
英
語
、
理
学
の
四
学
科
が
あ
っ
た
が
、
理
学
の

あ
っ
た
こ
と
は
大
隅
の
卓
見
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た

)
0

一
九
0
九
(
明
治
四
己
年
に
理
工
科
が
登

しさ
れ
、
一
九
二
0
 
(
大
正
九
)
年
に
大
学
令
に
ょ
り

大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い
る
。

日
本
に
於
け
る
自
織
学
の
研
究
と
教
育
の
歩
み

を
顧
み
る
と
、
そ
の
大
部
分
が
官
立
大
学
や
官
立
研

究
所
に
於
て
行
わ
れ
て
き
た
。
理
由
は
実
験
を
伴
う

実
験
科
学
の
領
域
で
は
ど
う
し
て
も
多
額
の
経
費
を

要
し
、
私
学
の
讐
益
で
は
と
て
も
賄
い
切
れ
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
伺
志
社
は
こ
の
困

難
を
克
服
し
て
遠
く
一
八
八
七
(
明
治
二
0
)
年
、

京
都
看
病
婦
学
校
な
ら
び
に
同
志
社
病
院
を
開
設
し

て
い
る
。
慶
応
の
医
学
部
が
で
き
る
三
十
年
前
の
こ

と
で
あ
る
。
硬
に
一
八
九
0
 
(
明
治
三
己
年
に
は

こ
の
稿
の
主
題
で
あ
る
私
学
最
初
の
大
大
的
研
究
な

ら
び
に
教
育
機
関
で
あ
っ
た
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学

校
を
開
設
し
て
黎
明
期
の
臼
本
の
科
学
に
大
き
な
頁
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献
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
実
明
治
二
0
年
代

の
我
が
国
の
自
然
科
学
研
究
教
育
機
関
の
双
壁
は
、

東
の
東
京
理
科
大
学
と
西
の
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学八

校
で
あ
っ
た
。
京
都
大
学
が
創
立
さ
れ
た
の
は

九
七
(
明
治
三
0
)
年
で
あ
っ
て
、
ず
っ
と
後
の
こ

と
で
あ
る
。

一
八
九
0
 
(
明
治
三
己
年
の
正
月
、
大
学
募
金

活
動
最
中
、
病
に
倒
れ
て
大
磯
の
旅
館
百
足
屋
に
療

養
中
の
新
島
は
、
開
校
問
近
い
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化

学
校
に
思
を
馳
せ
、
一
月
一
 
0
日
付
で
北
垣
国
道
京

都
府
知
事
に
書
簡
を
送
り
、
理
化
学
校
の
構
想
、
学

科
編
成
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

熊
本
県
人
二
し
て
下
村
孝
太
郎
と
申
者
四
年
問

米
国
二
留
学
仕
、
一
之
有
名
な
る
理
化
専
門
校

二
於
卒
業
仕
候
の
み
な
ら
す
、
米
国
屈
指
之
大

学
ト
モ
可
称
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
二

而
壱
年
問
実
旋
之
修
業
仕
候
而
去
臘
帰
国
相
成

候
次
第
(
後
略
)

と
述
べ
て
い
る
。
下
村
は
新
島
が
将
来
理
化
学
校
の

中
心
教
授
に
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
人
物
で
、

マ
サ
チ
ユ
ー
セ
ッ
ツ
州
ウ
ー
ス
タ
ー
エ
科
大
学
を
卒

業
し
、
さ
ら
に
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
の
大

学
院
で
サ
ッ
カ
リ
ン
の
合
成
で
有
名
な
レ
ム
ゼ
ン
の

下
で
一
年
間
有
機
化
学
の
研
究
を
し
て
い
た
が
、
新

島
の
依
頼
で
明
治
二
年
に
帰
国
し
て
理
化
学
校
の

開
校
準
備
に
当
っ
て
い
た
。
学
科
編
成
に
関
し
て
新

島
は
一
切
を
下
村
に
任
せ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
手
紙

で
わ
か
る
。

生
徒
二
段
等
を
区
分
し
、
其
奥
薙
を
究
む
る
者

と
実
地
応
用
之
生
徒
を
着
成
致
し
度
も
の
と
被

申
、
且
京
都
二
相
開
候
専
門
校
な
れ
は
何
こ
と

か
直
接
府
下
之
実
業
等
二
利
益
を
及
ほ
し
度
も

の
と
工
風
被
致
(
後
略
)

こ
れ
に
ょ
る
と
理
化
学
校
は
理
学
部
的
な
基
礎
学
科

と
工
学
部
的
な
応
用
学
科
が
計
画
さ
れ
、
さ
ら
に
京

都
と
い
う
士
地
柄
を
考
え
て
、
先
染
工
科
、
陶
器
科
、

冶
金
術
な
ど
の
学
科
の
設
立
を
考
え
て
ぃ
る
旨
述
べ

て
い
る
。
明
治
二
七
年
の
理
化
学
校
規
則
を
見
る
と

理
化
大
学
部
(
化
学
兼
理
科
、
化
学
兼
物
理
科
、

化

学
兼
陶
器
科
)
と
応
用
専
門
部
(
薬
学
科
、
陶
器
科
)

の
二
部
と
大
学
予
科
に
相
当
す
る
理
科
普
通
部
が
記

さ
れ
て
い
る
。
理
化
学
校
は
実
質
上
、
化
学
を
中
心

と
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
島
書
簡
に
は
十
三

日
後
に
天
に
召
さ
れ
る
人
と
は
思
え
な
い
気
迪
が
行

間
に
溢
れ
て
い
て
、
新
島
の
理
化
学
校
設
立
に
対
す

る
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
木
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
実
で
わ
か
る
し
と
聖
書
に
あ

る
。
新
島
の
夢
で
あ
っ
た
同
志
社
ハ
リ
ス
理
化
学
校

か
ら
如
何
な
る
人
物
が
輩
出
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
理

化
学
校
は
僅
か
七
年
と
い
う
短
期
問
で
廃
校
の
運
命

を
た
ど
り
、
卒
業
生
も
二
二
名
と
い
う
少
数
で
あ
っ

た
。
し
か
し
い
ず
れ
も
錚
々
た
る
人
物
を
世
に
送
っ

て
い
る
。
電
気
化
学
の
加
藤
与
五
郎
、
分
析
化
学
と

化
学
史
の
中
瀬
古
六
郎
、
遺
伝
学
の
三
宅
驥
一
、
電

気
工
学
の
鈴
木
達
治
な
ど
で
あ
る
。
一
九
四
三
(
昭

八
)
年
、
太
平
洋
戦
争
中
理
工
系
学
部
の
充
実

和と
い
う
社
会
的
要
請
も
あ
っ
て
、
同
志
社
理
工
教
育

再
興
調
査
委
員
会
が
発
足
し
た
。
委
員
長
に
は
中
瀬

古
六
郎
、
委
員
に
は
加
藤
与
五
郎
鈴
木
達
也
の
名

が
あ
る
。
当
時
中
瀬
古
は
七
四
歳
の
老
齢
で
あ
っ
た

が
彼
等
委
員
の
願
は
明
治
三
0
年
廃
校
以
来
絶
え
て

久
し
い
同
志
社
に
於
け
る
理
科
系
学
部
を
再
興
し
て

新
島
の
夢
を
再
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
争
中
物

資
が
極
端
に
欠
乏
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
か
ら
彼
等

の
労
苦
は
想
像
に
余
が
あ
る
。
し
か
し
彼
等
の
努
力

は
報
い
ら
れ
て
一
九
四
四
年
、
同
志
社
工
業
専
門
学

校
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
卒
業
生
中
是
非
あ
げ

た
い
の
は
加
藤
与
五
郎
で
あ
る
。
加
藤
は
東
京
工
業

大
学
の
教
授
幾
多
の
発
明
発
見
を
行
い
日
本
の
工

ヂ
ソ
ン
と
樞
わ
れ
た
人
で
あ
る
。
電
気
製
品
に
不
可

欠
の
部
品
、
フ
エ
ラ
イ
ト
は
彼
が
発
明
し
た
も
の
で

あ
る
。
加
藤
の
も
う
一
っ
の
業
績
は
創
造
科
学
教
育
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で
あ
る
。
私
費
で
軽
井
沢
に
創
造
科
学
研
究
所
を
創

設
(
昭
和
三
五
年
)
夏
季
休
暇
中
約
一
月
間
、
後
輩

の
同
志
社
大
学
工
学
部
学
生
六
名
、
助
言
の
た
め
教

官
二
名
が
参
加
し
て
軽
井
沢
ゼ
ミ
が
行
わ
れ
た
。
教

師
と
学
生
が
起
居
を
共
に
し
て
加
藤
か
ら
創
造
性
を

養
う
副
練
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
筆
者
も
二
度
参
加

す
る
光
栄
に
浴
し
た
が
、
老
先
生
の
語
ら
れ
る
言
々

句
々
は
今
で
も
不
思
議
と
耳
に
残
っ
て
い
る
。
加
藤

は
「
創
造
は
直
感
よ
り
生
れ
、
直
感
力
を
養
う
に
は

心
が
き
れ
い
で
あ
る
必
要
が
あ
る
し
と
説
い
た
。
き

れ
い
な
心
と
は
既
成
観
念
に
囚
わ
れ
ず
物
事
を
正
視

す
る
心
で
あ
ろ
う
と
私
な
り
に
解
し
て
い
る
。
そ
し

て
加
藤
与
五
郎
も
「
襄
の
子
L
 
で
あ
り
新
島
襄
の
夢

を
実
現
し
た
人
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

(
大
学
工
学
部
教
授
)

同
志
社
校
地
出
土
の
埋
文
化
財
(
W
)

、
.
、
、
,
鈴
木
重
治

ひ
ぜ
ん
さ
ん
き
よ
う
や
き
う
つ
わ
ん
さ
ら

肥
前
産
京
焼
写
し
碗
・
心(
江
戸
時
代
)

楽
焼
の
登
場
後
伊
万
里
焼
の
出
現
期
ま
で
を
一

期
と
し
て
い
る
。
仁
清
や
乾
山
の
活
蹄
し
た
時
期

が
二
期
に
相
当
し
、
色
絵
や
陶
器
の
全
盛
期
で
あ

る
0
磁
器
の
導
入
以
後
を
三
期
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
、
中
国
産
の
輸
入
磁
器
や
伊
万
里
焼
の
染

付
の
詣
が
大
き
く
左
右
し
て
い
る
。
伊
万
里
焼

を
は
じ
め
と
す
る
肥
前
産
の
陶
磁
器
と
、
京
焼
の

関
係
は
そ
れ
以
前
か
ら
認
め
ら
れ
、
出
土
品
に
よ

つ
て
も
検
証
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
出
士
品
か

ら
磁
器
が
登
場
す
る
以
前
に
す
で
に
陶
工
の
問
に

往
来
が
あ
り
、
技
法
上
の
交
流
や
、
商
品
化
さ
れ

た
製
品
を
通
し
て
、
亙
に
影
響
し
合
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
と
り
わ
け
十
七
世
紀
後
半
の
江
戸

時
代
前
期
か
ら
中
期
へ
の
過
渡
期
の
陶
磁
器
が
、

そ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
示
し

た
新
島
会
館
地
点
の
発
掘
調
査
の
際
、
廃
棄
士
坑

の
一
っ
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
肥
前
産
の
京
焼
写

し
の
一
群
な
ど
、
そ
の
好
例
で
あ
る
。
「
清
水
L
の

銘
を
も
つ
山
水
文
の
鉄
絵
の
碗
皿
は
、
伊
万
里

市
の
御
経
石
窯
な
ど
で
、
当
時
の
京
焼
を
写
し
て

生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
、
江
戸
時
代
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
品
の
コ
ピ

ー
が
出
廻
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

同
志
社
大
学
校
地
学
術
調
査
委
員
会
開
在
生
任
)

京
都
の
伝
統
工
芸
の
一
っ
に
京
焼
が
あ
る
。
中

世
六
古
窯
の
中
に
含
ま
れ
る
瀬
戸
窯
の
技
法
を
基

礎
に
、
桃
山
時
代
に
出
現
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

考
古
学
的
に
み
る
と
、
京
焼
の
歴
史
的
発
展
過

程
を
区
分
し
て
、
一
期
、
二
期
、
三
期
に
分
け
、 新島会館地点 SK124他出士

右下、口径12Cm,器高6Cm



女
子
教
育
と
「
男
子
教
育
」

同
志
社
女
子
大
学
に
職
を
得
て
四
年
に
な
る
。
こ

の
三
月
に
は
着
任
し
た
最
初
の
年
に
教
え
た
一
回
生

が
卒
業
式
を
迎
え
る
。
よ
う
や
く
た
い
て
ぃ
の
学
生

よ
り
古
株
に
な
っ
て
少
し
は
教
師
ら
し
い
貫
禄
も
身

に
つ
く
か
な
、
な
ど
と
感
慨
に
浸
っ
て
い
る
。

わ
た
し
は
社
会
学
や
社
会
史
が
専
門
で
、
と
り
わ

け
家
族
や
女
性
を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
の
だ
が
、

一
番
の
研
究
の
中
心
は
「
お
産
L
 
で
あ
る
。
な
ぜ
そ

ん
な
風
変
わ
り
な
テ
ー
マ
を
、
な
ど
と
い
う
話
は
長

く
な
る
の
で
さ
て
お
く
と
し
て
、
先
日
保
健
室
の
方

に
言
わ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
こ
と
を
ま
ず
ご
披
露
し

よ
う
。
「
先
生
、
授
業
で
お
産
の
話
を
な
さ
る
ん
で
す

つ
て
ね
。
実
は
毎
年
そ
の
と
き
に
な
る
と
、
保
健
室

に
駆
け
込
ん
で
く
る
学
生
が
い
る
ん
で
す
よ
。
お
話

落
合
恵
美
子

う
か
が
っ
て
い
て
気
持
ち
が
悪
く
な
っ
た
と
言
い
ま

し
て
ね
。
L
 
授
業
の
成
り
行
き
上
で
て
く
る
「
陣
痛
」

と
か
「
出
血
」
と
か
「
会
陰
裂
傷
」
と
か
の
言
葉
を

聞
い
て
い
る
う
ち
、
気
分
が
悪
く
な
っ
て
フ
ー
ツ
と

気
が
一
迷
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

い
く
ら
な
ん
で
も
講
義
の
せ
い
で
保
健
室
の
お
世

話
に
な
る
の
で
は
困
る
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
な
る
べ

く
抑
え
て
話
す
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ

に
し
て
も
お
産
の
身
体
的
過
程
の
話
を
聞
く
と
き
の

学
生
た
ち
の
反
応
は
、
顔
を
し
か
め
、
う
つ
む
き
、

頭
を
か
か
え
、
大
変
な
も
の
だ
。
是
非
こ
れ
だ
け
は

信
じ
て
い
た
だ
き
た
い
の
だ
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
工

ロ
.
グ
ロ
趣
味
で
「
痛
み
」
や
「
血
ま
み
れ
し
を
強

調
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
供
を
産
ん
だ
女
性

な
ら
「
そ
う
な
の
よ
ね
」
と
軽
く
受
け
流
す
く
ら
い

の
常
識
、
お
産
の
A
B
C
に
ふ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

に
も
か
か
わ
ら
ず
学
生
た
ち
が
あ
れ
ほ
ど
衝
撃

)
0
しを
受
け
る
の
は
、
す
な
わ
ち
、
彼
女
た
ち
が
お
産
に

つ
い
て
完
壁
に
無
知
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
一
言
っ
て
ょ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
う
に
生
殖
能
力
を
備

え
、
早
け
れ
ば
四
、
五
年
で
出
産
を
経
験
す
る
か
も

し
れ
な
い
二
0
歳
過
ぎ
の
女
性
た
ち
が
、
で
あ
る
。

大
学
に
入
る
前
に
性
教
育
と
い
う
も
の
は
受
け
て
く

る
。
し
か
し
妊
娠
・
出
産
の
具
体
的
過
程
ま
で
は
な

か
な
か
教
え
て
も
ら
え
な
い
。
そ
し
て
彼
女
は
無
知

な
ま
ま
妊
娠
し
、
陣
痛
に
襲
わ
れ
、
医
者
に
会
陰
を

無
断
で
切
ら
れ
、
翻
弄
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
赤
ん
坊

を
産
み
落
と
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
壊
れ
も
の
の
よ
う

な
赤
ん
坊
の
扱
い
に
と
ま
ど
い
、
お
っ
ぱ
い
の
手
入

れ
に
悩
み
、
し
ば
し
ぱ
育
児
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
状
態
に
陥

る
0
授
業
の
失
敗
談
の
よ
う
な
話
を
わ
ざ
わ
ざ
開
陳
し

た
の
は
、
ほ
か
で
も
な
い
、
現
代
の
女
性
た
ち
が
女

性
の
人
生
に
つ
い
て
い
か
に
無
知
な
ま
ま
大
人
に
な

る
か
と
い
う
実
態
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
現
代
の
教
育
は
基
本
的
に
は
大
学
ま
で

含
め
た
学
校
教
育
に
ょ
り
与
え
ら
れ
る
が
、
学
校
教

育
の
中
で
「
人
間
」
と
い
う
と
き
に
は
残
念
な
が
ら
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暗
黙
に
男
性
を
想
定
し
て
い
る
も
の
ら
し
い
。
小
学

校
の
教
科
害
に
出
て
く
る
人
物
は
男
性
の
方
が
多
い

と
い
っ
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
、
大
学
で
教
え
る
諸
学

問
の
「
人
間
」
概
念
も
抽
象
的
な
が
ら
男
性
を
範
型

と
し
て
い
る
の
は
近
年
よ
く
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
で

あ
る
。女
子
大
で
教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
「
女
子
教
育
」

と
は
何
か
な
ど
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
機
会
が
ふ
ぇ

た
。
「
女
子
だ
か
ら
留
年
さ
せ
て
は
い
け
な
い
し
と
か

い
う
。
ハ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
も
は
や
無
用
と
は
思
う
も

の
の
、
か
と
い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
男
子
に
対
し
て
行

な
っ
て
き
た
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
教
育
を
女
子
に
も

与
え
れ
ぱ
い
い
と
言
い
切
る
気
に
も
な
れ
な
い
の

は
、
短
い
教
職
経
験
と
自
分
の
学
生
時
代
を
ふ
り
か

え
っ
て
現
在
の
学
校
教
育
・
大
学
教
育
に
こ
の
よ
う

な
感
想
を
抱
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。

で
は
「
女
性
の
人
生
L
 
を
い
か
に
教
え
た
ら
い
い

の
か
。
お
定
ま
り
の
教
科
書
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
授
業
は
毎
回
試
行
錯
誤
に
や
る
ほ
か
な
い
。

例
え
ぱ
わ
た
し
は
、
ち
ょ
つ
と
し
た
ク
ィ
ズ
を
出
す

こ
と
も
あ
る
。
黒
板
に
年
齢
別
女
子
労
働
力
率
の
グ

ラ
フ
(
い
わ
ゆ
る
M
字
型
曲
線
)
を
描
く
。
た
だ
し

「
M
字
」
を
ひ
と
つ
描
く
の
で
は
な
く
て
、
三
0
代
、

四
0
代
、
五
0
代
、
六
0
代
と
世
代
別
に
四
本
の
形

の
異
な
る
「
M
字
L
 
を
色
分
け
し
て
描
く
の
が
ミ
ソ
。

そ
し
て
ど
れ
が
そ
の
世
代
の
も
の
か
、
学
生
た
ち
に

当
て
さ
せ
て
、
わ
た
し
も
楽
し
む
。

M
字
の
底
が
浅
く
(
す
な
わ
ち
出
産
・
育
児
期
に

も
働
き
続
け
た
女
性
が
多
く
)
比
較
的
高
い
位
置
に

な
だ
ら
か
な
曲
線
を
横
た
え
て
い
る
の
が
、
実
は
最

も
高
齡
の
六
0
代
女
性
。
五
0
代
、
四
0
代
と
若
く

な
る
に
つ
れ
、
 
M
字
の
底
は
ど
ん
ど
ん
深
く
切
れ
込

ん
で
き
た
の
だ
と
正
答
を
発
表
す
る
と
、
ホ
ー
ツ
と

い
う
驚
き
の
溜
め
息
が
漏
れ
る
。
「
女
性
1
専
業
主

婦
」
と
な
る
に
は
、
都
市
化
が
進
み
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

家
庭
が
増
え
る
と
い
う
社
会
的
条
件
が
必
要
だ
っ
た

の
に
、
「
女
は
昔
か
ら
主
婦
だ
っ
た
し
と
い
う
全
く
誤

つ
た
世
間
常
識
が
、
学
生
た
ち
に
も
深
く
し
み
つ
い

て
ぃ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
結
婚
後
も
働
く
こ
と
.

働
く
母
親
に
な
る
こ
と
に
、
そ
う
い
う
生
き
方
を
肯

定
す
る
に
せ
よ
否
定
す
る
に
せ
よ
、
必
要
以
上
に
身

構
え
る
。

ど
う
い
う
生
き
方
を
選
ぷ
の
か
は
も
ち
ろ
ん
本
人

次
第
。
「
こ
れ
か
ら
の
女
性
は
こ
う
あ
ら
な
く
つ
ち
ゃ

ね
し
な
ん
て
お
節
介
を
言
う
気
は
さ
ら
さ
ら
無
い
け

れ
ど
、
自
分
で
判
断
す
る
基
礎
と
な
る
知
識
は
し
っ

か
り
し
た
も
の
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
が
教
師
の

責
任
だ
ろ
う
と
思
う
。

そ
れ
か
ら
、
女
性
の
人
生
の
時
代
的
・
世
代
的
変

化
に
つ
ぃ
て
も
、
冷
静
に
考
慮
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
「
M
字
」
の
底
は
、
最
低
の
四
0
代
か
ら

三
0
代
ま
で
の
間
に
一
挙
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
戦
後

三
0
年
続
い
た
ト
レ
ン
ド
が
、
こ
の
一
0
年
で
逆
転

し
た
の
で
あ
る
。
今
の
学
生
た
ち
は
、
そ
の
お
母
さ

ん
世
代
と
同
じ
よ
う
に
生
き
よ
う
と
し
た
っ
て
、
出

来
っ
こ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
結
婚
年
齢
も
上
昇
し

た
。
い
ま
や
適
齢
期
は
ク
リ
ス
マ
ス
・
ケ
ー
キ
じ
ゃ

な
く
て
正
月
の
お
餅
な
の
よ
、
三
0
、
=
二
ま
だ
ま

だ
売
れ
る
、
お
母
さ
ん
が
焦
り
始
め
た
ら
説
明
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
ね
、
な
ん
て
冗
談
を
言
っ
た
り
し
て

い
る
。と
こ
ろ
で
最
近
共
学
大
学
の
非
常
勤
を
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
面
白
い
経
験
を
し
た
。
女
性
学
の
自

主
ゼ
ミ
の
助
言
役
の
よ
う
な
こ
と
を
頼
ま
れ
た
の
だ

゛
)
、

行
っ
て
み
る
と
ゼ
ミ
教
室
に
集
ま
っ
て
い
た
二

力0
数
名
の
ほ
と
ん
ど
が
男
子
学
生
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
女
子
ぱ
か
り
か
男
子
が
混
ざ
っ
て
も
二
、
三
人

か
な
、
な
ど
と
い
う
事
前
の
予
想
は
み
ご
と
に
は
ず

れ
た
。
い
ぶ
か
し
く
思
っ
て
他
の
大
学
で
同
じ
よ
う

な
援
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
知
人
に
聞
い
て
ま
わ
っ

た
と
こ
ろ
、
こ
の
傾
向
は
数
年
前
か
ら
ど
こ
で
も
多

か
れ
少
な
か
れ
見
ら
れ
る
と
い
う
。
で
は
こ
の
男
子

-123-



学
生
た
ち
は
何
を
求
め
て
女
性
学
ゼ
ミ
に
な
ど
出
て

く
る
の
か
。

ゼ
ミ
の
コ
ン
パ
で
飲
み
に
行
っ
た
と
き
、
い
つ
も

)し

自
瑚
的
に
ポ
ル
ノ
な
し
に
は
生
き
ら
れ
な
い
男
の
生

理
な
ん
て
話
ば
か
り
し
て
い
る
一
回
生
が
口
を
開
い

た
。
「
男
の
浪
人
の
つ
ら
さ
が
わ
か
り
ま
す
か
。
女
は

適
当
な
大
学
に
入
れ
れ
ぱ
い
い
。
で
も
男
は
限
界
な

の
に
そ
の
限
界
を
無
理
し
て
押
し
上
げ
て
で
も
、

い

い
大
学
に
入
ら
な
く
ち
ゃ
男
に
な
れ
な
い
。
ま
あ
、

俺
は
一
番
入
り
た
か
っ
た
学
科
に
は
入
れ
な
か
っ
た

か
ら
、
結
局
男
に
な
れ
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
も
ね
。

そ
れ
で
か
な
、
こ
の
ゼ
ミ
に
来
よ
う
と
思
っ
た
の

は
。
」
こ
の
発
言
を
皮
切
り
に
、
子
供
の
頃
エ
キ
ス
パ

ン
ダ
ー
買
っ
た
だ
と
か
少
林
寺
拳
法
や
っ
た
と
か
の

打
ち
明
け
話
が
続
出
し
、
男
の
証
明
に
み
ん
な
け
っ

こ
う
苦
労
し
て
き
た
ん
だ
ね
、
な
ん
て
盛
り
上
が
っ

た
。
「
い
か
に
鎧
を
脱
ぎ
捨
て
る
か
っ
て
こ
と
な
ん
だ

よ
な
。
」
こ
の
道
で
は
先
輩
格
の
男
性
が
言
っ
た
。

ど
う
も
女
子
教
育
な
ら
ぬ
「
男
子
教
育
L
 
も
あ
り

う
る
よ
う
だ
な
と
、
そ
の
時
わ
た
し
は
思
っ
た
。
女

性
学
に
集
ま
っ
て
く
る
若
い
男
子
学
生
た
ち
は
、
女

性
の
た
め
に
女
性
を
差
別
し
な
い
良
い
男
性
に
な
る

た
め
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
ら
し
い
。
自
分
の
た

め
に
、
自
分
に
と
っ
て
気
持
ち
の
い
い
ア
イ
デ
ン
テ

い
る
学
生
に
対
し
、
た
と
え
ぱ
国
際
政
治
の
覇
権
交

替
に
つ
い
て
の
世
界
シ
ス
テ
ム
論
や
モ
デ
ル
ス
キ
ー

理
論
を
教
え
な
い
ま
ま
卒
業
さ
せ
る
と
し
た
ら
、
海

図
も
与
え
ず
に
海
に
放
り
出
す
よ
う
な
も
の
で
、

)レ

く
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
彼

女
ま
た
は
彼
は
時
代
の
波
問
に
沈
ん
で
ぃ
く
し
か
な

い
だ
ろ
う
。
同
じ
よ
う
に
、
性
別
や
家
族
に
つ
い
て

の
規
範
が
変
動
し
つ
っ
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
ど
う
受

け
と
め
対
処
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
歴
史
的

知
識
や
見
通
し
を
与
え
な
い
ま
ま
卒
業
さ
せ
る
の

は
、
女
子
学
生
に
と
っ
て
も
男
子
学
生
に
と
っ
て
も

随
分
と
残
酷
な
こ
と
だ
と
思
う
。
学
科
に
ょ
ら
ず
全

て
の
学
生
に
そ
う
し
た
海
図
を
与
え
、
自
分
で
時
代

を
泳
ぎ
き
る
力
を
育
て
る
の
が
一
般
教
育
で
は
な
い

か
と
、
わ
た
し
は
思
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
女
子

大
で
も
「
女
性
と
文
化
」
と
題
す
る
総
合
科
目
が
始

ま
っ
た
。
価
値
観
の
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
個
々
人

が
自
分
で
判
断
す
る
た
め
の
基
礎
を
与
え
る
こ
と
、

そ
れ
を
モ
ッ
ト
ー
に
も
う
し
ば
ら
く
試
行
錯
誤
を
続

け
て
み
た
い
。
爰
子
大
学
般
教
育
専
任
舗
師
社
厶
盃
子
)

イ
テ
ィ
ー
の
も
ち
方
を
求
め
て
来
て
い
る
と
い
う
の

が
実
情
の
よ
う
だ
。
-
 
0
年
前
、
一
五
年
前
に
も
こ

う
い
う
男
性
は
い
た
が
、
ほ
ん
の
小
ノ
数
派
の
変
り
者

扱
い
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
今
は
、
も
ち

ろ
ん
多
数
派
に
な
っ
た
と
は
到
底
言
え
な
い
が
、
潜

在
的
に
は
か
な
り
広
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

)
0
し

同
志
社
女
子
大
学
の
一
般
教
育
の
社
会
学
の
授
業

で
、
今
年
は
雑
誌
に
出
て
く
る
女
性
像
・
男
性
像
の

分
析
を
実
習
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
。
雑
誌
は
時
代
の
社

会
意
識
を
そ
の
ま
ま
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

漠
然
と
し
た
意
識
に
形
を
与
え
よ
う
と
す
る
成
功
や

失
敗
の
試
み
が
な
に
が
し
か
の
世
相
を
照
ら
し
だ
し

て
く
れ
る
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
八
0
年
代
後
半
以
来
、

男
性
像
は
た
し
か
に
大
揺
れ
に
揺
れ
て
い
る
。
同
じ

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
実
験
は
女
性
誌
で
は
七
0
年
代

後
半
か
ら
八
0
年
代
を
通
じ
て
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ

た
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
性
別
に
つ
い
て
深
刻
に
悩

む
こ
と
に
な
る
の
は
、
こ
れ
か
ら
は
む
し
ろ
男
性
の

方
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
に
し
ろ
、
「
会
社
は
永
遠

で
す
」
な
ん
て
言
え
た
高
度
成
長
期
日
本
的
男
の
生

き
方
は
、
今
後
到
底
続
け
ら
れ
そ
う
に
は
な
い
の
だ

ら
0

か

九
0
年
代
の
今
ま
さ
に
世
に
出
て
い
こ
う
と
し
て
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同
志
社
短
歌
会
の
こ
と

京
都
の
城
南
宮
で
は
毎
年
春
秋
回
曲
水
の
宴
と

い
う
催
し
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
そ
の
た
び
に
招
か

れ
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
京
都
歌
人
協
会
か
ら
男

え
ぽ
し

性
五
人
、
書
家
か
ら
女
性
二
人
、
そ
れ
ぞ
れ
鳥
帽
子
、

ウ
η
¥
、
ぬ
ひ
と
史
や
り
み
十

庁
衣
と
十
二
単
の
服
装
で
、
庭
園
を
流
れ
る
遣
水
の

ほ
と
り
に
着
座
当
日
出
さ
れ
た
歌
題
に
ょ
っ
て
即

詠
の
歌
を
短
冊
に
し
た
た
め
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く

う
し
よ
ら

る
羽
觴
の
上
の
さ
か
ず
き
の
酒
を
頂
く
と
い
う
趣

向
、
や
が
て
女
の
わ
ら
わ
が
集
め
た
短
冊
を
、
神
官

数
人
が
古
式
に
の
っ
と
っ
て
一
首
ず
っ
披
講
朗
詠
す

る
の
で
す
。
優
雅
と
い
ぇ
ぱ
優
雅
な
催
し
で
、
平
安

時
代
の
大
宮
人
に
な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
な
る
ま
で

は
い
い
の
で
す
が
、
神
官
が
「
何
々
と
い
ぇ
る
こ
と

を
詠
め
る
」
と
ま
ず
題
を
述
べ
、
次
に
作
者
一
人
々
々

二

田
中

の
姓
名
と
歌
を
披
露
す
る
時
、
例
え
ぱ
私
の
場
合
は

「
田
中
ノ
順
二
L
と
名
を
い
う
の
を
聞
く
と
、
途
端
に

在
原
ノ
業
平
か
藤
原
ノ
定
家
に
な
っ
た
よ
う
な
具
合

で
く
す
ぐ
っ
た
い
し
、
「
田
中
ノ
カ
カ
シ
」
と
聞
き
違

え
る
人
が
い
は
し
ま
い
か
と
心
配
に
な
っ
て
く
る
の

で
す
。
そ
の
上
神
官
が
私
た
ち
を
「
歌
び
と
」
と
言

私
た
ち
の
作
っ
た
歌
を
「
や
ま
と
う
た
」
と
い

)
、
しう
の
も
大
時
代
的
で
、
現
代
で
は
三
十
一
音
の
短
詩

型
は
短
歌
と
い
っ
て
い
る
の
に
「
や
ま
と
う
た
し
と

か
「
和
歌
L
 
と
か
い
う
の
は
変
に
時
代
錯
誤
の
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
「
や
ま
と
う
た
」
と
い
う
の
は
「
か

ら
う
た
し
っ
ま
り
漢
詩
に
対
す
る
古
い
称
で
、
「
和
歌
」

と
い
う
の
は
長
歌
も
短
歌
も
含
め
た
も
の
で
、
と
も

に
近
代
以
前
の
言
い
方
だ
っ
た
の
が
、
明
治
中
期
以

後
は
「
短
歌
L
 
と
い
う
の
が
一
般
に
な
っ
た
の
に
、

ま
だ
に
「
和
歌
」
な
ど
と
い
う
の
に
は
抵
抗
を
感

)しず
る
の
で
す
。
曲
水
の
宴
に
か
ぎ
ら
ず
、
世
間
で
は

今
の
私
達
の
作
る
短
歌
を
和
歌
と
言
っ
た
り
、
ま
た

歌
人
と
い
う
と
左
手
に
短
冊
右
手
に
筆
を
持
っ
て
ぃ

る
姿
を
思
い
描
い
た
り
す
る
の
で
す
か
ら
や
り
切
れ

ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
に
俳
優
の
扮
す
る
歌

人
と
い
う
の
が
出
る
と
、
大
抵
そ
ん
な
格
好
を
し
て

見
せ
る
の
で
い
や
に
な
り
ま
す
。
私
は
よ
く
歌
人
と

つ
て
紹
介
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も

いい
さ
さ
か
変
な
感
じ
が
し
て
、
ふ
ざ
け
て
私
は
「
そ

の
上
に
バ
を
つ
け
て
下
さ
い
」
と
言
っ
た
り
し
て
茶

化
す
の
で
す
。
い
や
本
当
に
馬
鹿
人
な
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
ー
。
と
に
か
く
世
間
の
人
の
先
入
観
念
と

い
う
の
は
な
か
な
か
改
ま
ら
な
い
よ
う
で
す
。
そ
れ

か
ら
ま
た
、
私
た
ち
が
短
歌
を
作
っ
た
り
歌
の
会
を

開
い
た
り
す
る
の
を
聞
い
た
人
に
「
よ
い
ご
趣
味
で
」

と
か
「
な
ん
と
ご
風
流
な
こ
と
で
し
な
ど
と
一
言
わ
れ

る
と
、
現
代
短
歌
は
そ
ん
な
趣
味
や
風
流
じ
ゃ
な
く

て
、
も
っ
と
真
剣
な
生
活
者
と
し
て
の
い
と
な
み
な

"
、
、

ん
だ
と
力
ん
で
み
て
も
、
や
は
り
世
問
で
は
そ
う
は

思
わ
な
い
よ
う
で
す
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、

最
近
は
俵
万
智
ち
ゃ
ん
と
か
い
う
若
い
、
と
い
っ
て

も
も
う
そ
ん
な
に
若
く
は
な
い
け
れ
ど
も
、
女
性
歌

順
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人
が
出
て
来
て
『
サ
ラ
ダ
尋
省
』
と
い
う
歌
集
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
か
い
う
と
、
す
ぐ
若
い

模
倣
追
随
者
が
ワ
ン
サ
と
出
て
、
何
と
か
が
何
と
か

し
た
か
ら
何
と
か
記
念
日
な
ん
て
歌
を
作
っ
て
喜
ん

で
い
る
の
で
す
か
ら
、
世
間
と
い
う
も
の
は
全
く
お

か
し
な
も
の
で
す
。
本
当
の
短
歌
は
そ
ん
な
安
直
で

軽
薄
な
も
の
で
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
の
で

す
。
明
治
中
期
に
与
謝
野
鉄
幹
・
晶
子
夫
妻
や
正
岡

子
規
た
ち
が
そ
れ
ま
で
の
古
い
殻
を
破
っ
て
か
ら
、

和
歌
と
い
う
言
い
方
は
短
歌
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た

だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
傾
向
は
違
っ
て
い
て
も
、

次
々
と
す
ぐ
れ
た
作
者
が
出
て
、
近
代
か
ら
現
代
へ

と
新
し
い
歌
の
世
界
を
切
り
開
い
て
来
た
の
で
す

.
)
、
が
、
世
問
は
そ
う
い
う
こ
と
に
は
無
関
心
で
、
歌
と

い
え
ば
相
変
ら
ず
百
人
一
首
に
毛
の
は
え
た
も
の
と

い
う
ぐ
ら
い
に
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
か
ら

残
念
至
極
で
す
。
明
治
末
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て

い
る
大
結
社
と
し
て
の
ア
ラ
ラ
ギ
の
大
御
所
と
も
い

う
べ
き
士
屋
文
明
さ
ん
が
っ
い
こ
の
間
百
歳
を
越
え

て
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
あ
の
人
は
風
流
韻
事
と
言

わ
れ
そ
う
な
面
を
す
っ
か
り
払
拭
し
て
、
短
歌
は
広

い
意
味
で
の
働
く
人
同
志
の
生
活
の
真
剣
な
声
で
、

歌
の
会
は
そ
の
魂
の
交
換
の
場
だ
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
私
も
現
代
の
短
歌
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と

と
い
う
歌
が
刻
ま
れ
て
あ
り
ま
す
。
氏
は
若
い
こ

ろ
佐
佐
木
信
綱
氏
の
竹
柏
短
歌
会
に
属
し
、
さ
か
ん

に
作
歌
を
つ
づ
け
て
お
ら
れ
た
の
が
中
断
、
そ
の
後

、
、

キ
ギ
短
歌
会
の
責
任
者
と
な
ら
れ
、
独
特
の
風

ノ
ノ
格
の
あ
る
作
品
は
、
戦
前
に
『
葦
火
』
と
い
う
螢

と
な
り
、
昭
和
三
十
三
年
に
第
二
歌
集
『
な
が
れ
藻
、

を
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
没
後
に
そ
の
後
の
作
品
を
集

め
て
私
が
誤
集
と
し
て
『
な
が
れ
藻
以
後
』
を
編

集
し
て
発
行
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
同
志
社
に
は
昔
池
袋
清
風
と
い
う
方

が
お
ら
れ
、
幼
時
か
ら
香
川
景
樹
の
桂
園
派
の
歌
を

学
び
、
高
崎
正
風
と
か
鎌
田
正
夫
と
か
の
い
わ
ゆ
る

旧
派
と
か
御
歌
所
派
と
か
の
有
名
歌
人
と
も
親
交
が

あ
り
、
同
志
社
女
学
校
の
教
師
と
な
り
ま
し
た
が
、

や

し

力
「
案
山
子
廼
屋
乃
社
L
と
い
う
結
社
を
作
り
、
歌
集
に

『
浅
瀬
の
波
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
門
か
ら
は
多
く
の

歌
人
が
出
ま
し
た
が
、
そ
の
中
大
西
祝
と
い
う
人
は

号
を
操
山
と
称
し
、
同
志
社
に
学
び
東
京
専
門
学
校

の
ち
の
早
稲
田
大
学
や
京
都
大
学
で
哲
学
を
講
じ
ま

し
た
。
そ
の
歌
は
清
風
師
の
風
を
受
け
て
桂
園
派
的

で
す
が
、
こ
の
人
は
鋭
い
歌
論
に
特
色
が
あ
り
、
当

時
の
明
治
歌
壇
を
啓
蒙
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
大
西
祝
全
集
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
伺

志
社
に
は
歌
を
作
る
人
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
私
の
こ
と
を
言
う
の
は
お
こ
が
ま
し
く
て

恐
縮
で
す
が
、
若
年
の
頃
か
ら
作
歌
に
と
り
つ
か
れ

て
、
い
ま
だ
に
馬
鹿
の
よ
う
に
作
り
つ
づ
け
て
い
る

の
で
す
。
京
都
大
学
の
学
生
時
分
に
、
そ
の
頃
国
文

学
科
の
主
任
教
授
だ
っ
た
吉
澤
義
則
氏
を
囲
ん
で
学

生
た
ち
が
は
じ
め
た
ハ
ハ
キ
ギ
と
い
う
短
歌
会
に
属

、ノ

し
ま
し
た
が
、
氏
の
没
後
は
同
志
社
女
子
大
学
教
授

だ
っ
た
加
藤
順
三
氏
が
受
け
つ
い
だ
の
を
、
ま
た
そ

の
亡
き
あ
と
を
私
が
引
き
継
い
で
、
も
う
三
十
数
年

に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
去
年
が
創
刊
六
十
周
年
に
当
り

ま
す
の
で
、
そ
の
記
念
行
事
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

私
は
加
藤
氏
の
あ
と
同
志
社
女
子
大
学
に
勤
務
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
教
職
の
ほ
か
に
短
歌
一
筋

に
携
っ
て
来
ま
し
た
。
ち
な
み
に
女
子
大
学
図
書
館

の
前
の
芝
生
一
隅
に
加
藤
氏
の
作
ら
れ
た
二
首
の
歌

が
碑
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
「
同
志
社
女

子
大
学
の
生
み
の
親
な
る
デ
ン
ト
ン
、
星
名
ひ
さ
両

女
史
の
黒
碑
に
し
と
し
て

海
を
こ
え
国
を
も
こ
え
て
神
の
み
手
に
む
す
ぱ

れ
し
こ
の
淑
き
人
ふ
た
り

世
界
の
は
な
う
つ
し
植
う
べ
き
こ
の
苑
を
の
こ

し
お
き
た
る
よ
き
人
ふ
た
り
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ま
せ
ん
が
、
そ
の
他
に
歌
を
作
る
人
は
あ
ま
り
い
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

私
は
女
子
大
学
在
職
中
、
或
る
年
学
生
た
ち
に
短

歌
を
作
っ
て
提
出
さ
せ
、
そ
れ
を
添
削
の
上
ガ
リ
版

で
印
刷
し
て
配
布
し
た
と
こ
ろ
、
皆
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
私
の
努
力
も
足
ら
ず
、
長
っ
づ

き
せ
ず
残
念
で
し
た
。
ク
ラ
プ
と
し
て
学
生
た
ち
が

自
主
的
に
短
歌
会
を
作
り
か
け
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
も
い
つ
か
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
他
の
大
学
に
は
、
例
え
ば
京
都
大
学
.
立

命
館
大
学
・
龍
谷
大
学
な
ど
に
は
学
生
短
歌
会
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
同
志
社
に
は
な
ぜ
育
た
な
い
の
で

し
ょ
う
か
0

同
志
社
女
子
大
学
に
在
職
中
、
た
ま
た
ま
私
が
教

職
員
組
合
の
女
子
大
学
委
員
長
だ
っ
た
こ
ろ
、
組
合

員
の
り
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
っ
と
し
て
、
乞
わ
れ

る
ま
ま
に
教
職
員
学
内
短
歌
会
を
作
り
、
毎
月
ゼ
ー

ム
ズ
館
二
階
の
和
室
で
、
私
の
定
年
退
職
ま
で
歌
会

を
開
い
て
来
ま
し
た
。
お
よ
そ
十
人
ほ
ど
で
し
た
が
、

時
に
は
大
和
方
面
へ
吟
行
な
ど
と
し
ゃ
れ
た
旅
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
0

最
近
、
経
済
学
部
の
西
村
豁
通
教
授
が
女
子
大
学

日
本
文
学
科
の
安
森
敏
隆
教
授
と
語
ら
わ
れ
て
、
私

に
学
内
短
歌
会
を
興
そ
う
で
は
な
い
か
と
い
う
誘
い

を
か
け
て
来
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
以
前
私
た
ち
の
作

つ
て
い
た
女
子
大
学
教
職
員
短
歌
会
の
人
た
ち
を
も

含
め
て
、
場
所
も
当
時
の
ま
ま
に
ゼ
ー
ム
ズ
館
二
階

の
和
室
で
、
す
で
に
数
回
か
回
を
重
ね
て
来
て
お
り

ま
す
。
職
員
の
方
た
ち
の
仕
事
の
あ
と
夕
方
五
時
か

ら
で
す
の
で
、
時
問
の
制
約
も
あ
り
、
そ
れ
に
仕
事

の
都
合
や
会
議
が
あ
っ
た
り
し
て
、
い
つ
も
全
員
集

)レ

合
と
い
う
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
毎
回
十
人
前

後
の
人
が
集
ま
っ
て
来
て
い
ま
す
。
こ
の
会
が
将
来

ど
う
な
っ
て
ゅ
く
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私

自
身
は
す
で
に
退
職
者
で
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
に

加
え
て
老
衰
気
味
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
少
々
お
ぽ

つ
か
な
い
も
の
で
す
。
歌
会
は
各
三
首
ず
っ
前
も

つ
て
提
出
し
た
作
品
を
印
刷
し
て
も
ら
っ
て
お
き
、

当
日
互
評
を
す
る
の
で
す
が
、
私
が
昔
の
よ
し
み
か

ら
ふ
ざ
け
散
ら
し
た
り
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
も
っ

と
マ
ジ
に
や
れ
と
い
う
声
が
そ
の
う
ち
出
る
の
で
は

な
い
か
と
反
省
し
て
お
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
メ
ン
バ

ー
は
皆
ア
マ
チ
ユ
ア
同
志
で
、
作
品
の
な
か
に
は
狂

歌
ま
が
い
の
も
あ
っ
て
大
笑
い
す
る
こ
と
が
あ
る
か

と
思
え
ば
、
哲
学
論
文
の
一
節
め
い
た
の
も
あ
っ
た

り
し
て
、
ア
タ
マ
の
廻
転
が
追
っ
つ
か
な
く
て
閉
口

す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
調
子
で
は
そ
の
う
ち
タ
ン

力
を
切
る
よ
う
な
勇
ま
し
い
短
歌
も
出
て
く
る
ん
で

は
な
い
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
中
に

は
し
み
じ
み
し
た
す
ば
ら
し
い
秀
歌
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
今
は
混
沌
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、
ま

あ
し
ぱ
ら
く
様
子
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
か
。

短
歌
会
に
か
ぎ
ら
ず
同
志
社
内
に
教
職
員
の
た
め
の

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
サ
ー
ク
ル
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

ら
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
無
用
の
用
と
い
う
の
も
案
外
い
い
も
の

だ
と
思
い
ま
す
か
ら
。
(
同
志
社
女
子
大
学
元
教
握
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